
更新研修（実務未経験者）及び再研修に係る Ｑ＆Ａ 

※以下、各質問内容の最後に更新研修に関するものは（更）、再研修に関するものは（再）、

どちらにも共通するものは（共）と標記しています。 

順不同 

 

◎受講時期に関すること 

Ｑ１：介護支援専門員証の有効期間（以下、「有効期間」という。）が平成 30 年 2 月末の者が

今年度の受講対象となっているが、本来なら 29 年度での本研修受講でもよいのではな

いか？（更） 

Ａ１：平成 30 年 2 月末が有効期間の方は、来年度中の受講でも更新前に受講可能です。 

ただし、来年度の更新研修の修了時期が都合により平成 30 年 3 月までとなった場合、

平成 30 年 2 月末までの有効期間の方は、その有効期間までに更新研修を修了できなく

なり、有効期間前に更新の手続きができなくなってしまいます。よって、そのリスクを

回避するために本年度中の受講をお願いしています。 

 

Ｑ２：有効期間が過ぎても、本研修を受講すれば更新した者とみなされるのか？（更） 

Ａ２：認められません。更新研修はまず介護支援専門員としての有効期間が満了していないこ

とが大前提です。介護支援専門員としての有効期間が過ぎている方は、本研修は受講で

きないことになりますので、再研修を受講してください。 

 

Ｑ３：有効期間が過ぎていた場合は、どうすればいいのか？（更） 

Ａ３：更新研修は受講できませんが、併せて開催される再研修を受講修了し、県に対して所定

の手続きをすることにより、新たに介護支援専門員証の有効期間（5年間）が与えられ

ます。 

 

Ｑ４：日程をみて、受講できない日があるがその場合どうしたらいいのか？また次年度その出

席できない科目を受ければ、修了したとみなされるのか？（共） 

Ａ４：次年度への受講（欠席分）の持越しに関しては、認められていません。必ず指定された

全日程受講しなければ修了とみなされません。また本研修に関しては補講もありません。 

   もし、１日でも未受講の日があれば来年度改めて全ての科目を受講していただくことに

なります。 

   

Ｑ５：本研修を受講しなかった場合、または有効期間満了日までに本研修を受けなかったら、

何か支障があるか？（更） 

Ａ５：有効期間が過ぎた場合は、介護支援専門員としての業務に従事することができなくなり

ます。 

☆もし、有効期間が満了していて介護支援専門員としての業務に従事した場合は、 

   処分の対象となりますので、ご注意ください。 

 

Ｑ６：有効期間がすでに切れている場合、介護支援専門員としては認められないのか？（共） 

Ａ６：介護支援専門員としての資格はなくなりませんが、有効期間が過ぎた場合新たに介護支

援専門員証が交付されないかぎり、介護支援専門員としての業務に従事することはでき



ません。 

☆もし、有効期間が満了していて介護支援専門員としての業務に従事した場合は、 

   処分の対象となりますので、ご注意ください。 

 

 

◎受講定員に関すること 

Ｑ７：受講定員を超えた場合は、どうなるのか？（共） 

Ａ７：受講対象となる本年度（平成 28 年度）の受講者数をあらかじめ見込んだ定員としています

ので、定員を超えることは想定していません。締切り期日の 10/21（金）までにお申し込み

いただいた受講対象の方は漏れなく受付けます。くれぐれも申込書の記載内容等に不備がな

いよう充分確認されたうえで、お申込みください。 

 

 

◎対象者の要件に関すること 

Ｑ８：この 5年間で実務経験はあるが、数ヶ月しか介護支援専門員業務に従事してなく、自信

がなかったので更新研修（実務経験あり）を受講しなかった。その場合本研修を受講で

きるのか？（更） 

Ａ８：受講できます。 

 

Ｑ９：居宅介護支援事業所の管理者と他の事業所でも管理者を兼任しているが受講可能か？

（共） 

Ａ９：受講できます。本研修は介護支援専門員としての資格を有している方であれば、管理者

も含めて実務経験の有無は問いません。 

 

Ｑ10：実施要項の３、受講対象者の記載事項に「実務に従事した経験を有しない者」を受講対象と 

して標記してある。では、今年実施されている更新研修（実務経験者・初回）を受講してい 

ない実務経験のある者は、本研修を受講できないのか。（更） 

Ａ10：本年 7月から実施されている更新研修（実務経験者・初回）が都合により受講できなかった

或いは実務経験が少ない、または実務からかなりの期間遠退いているなどの理由で、更新研

修（実務経験者・初回）を受講しなかった方も本研修の受講修了をもって更新手続きは可能

なため、有効期間までに介護支援専門員証の交付を希望される方は、必ず本研修を受講して

ください。 

 

Ｑ11：居宅介護支援事業所ではなく地域包括支援センターで介護支援専門員業務以外の業務経

験しかないが、受講できるか？（共） 

Ａ11：受講できます。 

 

Ｑ12：特養で介護支援専門員業務以外の業務経験しかないが、受講できるか？（共） 

Ａ12：受講できます。介護支援専門員の有資格者であれば特養に限らず施設等での介護支援専

門員業務の実務経験の有無は問いません。 

 

 

 



◎研修日程と内容に関すること  

Ｑ13：遅刻・途中退席・欠席はいかなる場合でも認められないのですか？（共） 

Ａ13：認めていません。但し、天災等により多数の研修参加が不可能な場合は例外とします。 

 

Ｑ14：実施要項に「演習実施にあたり、受講者には事前課題を提出していただきます。」と記

載してあるが、どのようなものをまたどの時期に提出しなければいけないのか？（共） 

Ａ14：介護支援専門員の有資格者であれば提出可能な事前課題を提出していただく予定です。 

   提出時期及び詳細については、受講決定者へ追ってご連絡します。 

 

Ｑ15：研修日程表について、その中に「各科目における到達目標を達成しているかについて修

了評価を行う」と記載してあるがどのような修了評価なのか教えてほしい？（共） 

Ａ15：研修カリキュラムに沿って研修が計画されていますが、その日受講された内容等につい

て、ご自身の研修後の振返りも兼ねて評価表を記入いただく予定です。また、毎回その

日の研修終了後一定の時間を設けシートに記入する時間も設ける予定です。 

なお、評価表の提出方法や時期など詳しくは、研修初日のオリエンテーションでご確認

ください。 

 

Ｑ16：グループを①か②で選択することになっているが、希望どおりになるのか？（共） 

Ａ16：グループ選択は先着順となっています。よって申込状況によりどちらかのグループに著

しい偏りが生じた場合は、一部の方にはグループ変更をお願いすることとなります。 

 

Ｑ17：どちらのグループになってもどうしても受講できない日がある場合どうしたらよいか？

（共） 

Ａ17：原則グループの途中変更は認めていません。10 日間の長期にわたる研修日程ですが、

あくまで選択されたグループの日程での受講をお願いします。 

 

Ｑ18：更新研修と再研修それぞれの受講者で研修内容に違いはあるのか？（共） 

Ａ18：ありません。同じ内容で研修が行われます。 

 

 

◎受講費用に関すること 

Ｑ19：受講料は、ATM やネットバンキングでの入金は出来るのか？（共） 

Ａ19：指定口座に振込可能であれば方法は問いません。なお、申込書には必ず入金を証明する 

   ための振込書等の写し（コピー）を必ず添付する必要があります。 

 

Ｑ20：振込み時の金融機関は決まっているのか？（共） 

Ａ20：特に指定はありません。また直接現金（現金書留も含む）での入金、送金は固くお断り

いたします。 

 

Ｑ21：振込書等の（写し）が貼り付け枠より大きい場合どうしたらいいのか？（共） 

Ａ21：枠から多少はみ出ても構いません。縦ではなく横向きに貼り付けても結構です。 

それでもはみ出る場合は、申込書の裏面に貼り付けてください。その際、申込書の貼り

付け欄に「裏面に添付」と記載してください。 



 

Ｑ22：振込書をなくした場合はどうしたらいいのか？（共） 

Ａ22：入金された金融機関にご相談いただき証明となるものを再度発行していただくことにな

ります。 

 

Ｑ23：支払いは分割支払いができないのか？（共） 

Ａ23：申し訳ありませんができません。申込時に一括での入金をお願いします。 

 

Ｑ24：受講料が高すぎないか。またその他に負担する費用はないのか？（共） 

Ａ24：本研修の受講料に関しては、これまで熊本県と協議を重ね受講者負担をなるべく軽減で

きるよう考慮したうえで、受講料を設定いたしました。また、受講料には資料代も含ま

れております。 

 

Ｑ25：受講料の他にテキスト代など必要なものはあるのか？（共） 

Ａ25：今回の研修期間中に他のテキストを使用することはありません。 

 

 

◎受講申込方法に関すること 

Ｑ26：申込期限に間に合わないときはどうしたらよいか？（共） 

Ａ26：添付書類等の送付も含めて 10 月 21 日（金）が〆切となっています。 

   また、申込書の他添付書類（更新研修のみ）がない場合は申込内容不備ということで、

受講が認められませんので、必ず申込期限（厳守）までに、必要書類を確認のうえお申

込みください。 

 

Ｑ27：申込締切りを越えてしまった場合は、受講できないのか？（共） 

Ａ27：10 月 21 日（金）が〆切となっています。〆切後の受講受付はできません。 

 

 

◎介護支援専門員証の交付（更新）に関すること 

Ｑ28：実務研修修了書（更新研修修了書）をなくしてしまい有効期間が分からない。どうした

らいいのか。（更） 

Ａ28：本研修の申し込みに実務研修等の修了書を添付する必要はありません。有効期間につい

ては、介護支援専門員証（申込時にコピーが必要）によりご自身の介護支援専門員とし

ての有効期間をご確認ください。 

なお、介護支援専門員証を紛失されている方は、熊本県健康福祉部長寿社会局 認知症

対策・地域ケア推進課〔℡ 096-333-2211〕までお問い合わせください。 

 

Ｑ29：介護支援専門員証交付の申請はいつ頃おこなわなければならないのか？（共） 

Ａ29：本研修期間中に熊本県より介護支援専門員証の更新に係る手続き等についての説明があ

ります。その際ご確認ください。 

 

 

 



◎再研修に関すること 

Ｑ30：実施要項の受講対象者に「介護支援専門員証の有効期限が切れている者のうち、新たに介

護支援専門員証の交付を受けようとする者」と記載してあるが、平成３０年２月末で有効

期間が満了するものは更新研修、再研修どちらを受講すればいいのか？（専） 

Ａ30：平成３０年２月末までの有効期間の方は更新研修、既に有効期間が切れている方は再研

修の受講対象者となります。 

 

Ｑ31：再研修の受講対象者だが、この研修を受けなければ介護支援専門員の更新ができないの

か？（再） 

Ａ31：この研修を受講修了することで、更新ではなく新たに介護支援専門員証が交付されるこ

とになります。 

 

Ｑ32：介護支援専門員証の有効期限は切れているが以前は介護支援専門員として従事していた経験

がある。その場合は更新研修（実務経験あり）を受講してはいけないのか。（再） 

Ａ32：受講できません。介護支援専門員証の有効期限が切れている方は、実務経験の有無を問わ

ず再研修を受講修了しなければ、介護支援専門員証の交付はできません。 

 

Ｑ33：研修方法に「更新研修（実務未経験者）に併せて実施します。」と記載してあるが更新

研修受講者と一緒に研修受講するのか？（再） 

Ａ33：その通りです。 

 

 

◎その他 

Ｑ34：印鑑を忘れた場合は受講できないのか？（共） 

Ａ34：くれぐれもお忘れないようお願いします。なお、印鑑は認印で構いません。 

 

Ｑ35：受講券は毎回必ず持っていく必要があるのか？ 忘れた場合はどうしたらいいのか？

（共） 

Ａ35：受講券は受講者ご本人であることを証明し、受講会場に入場できるためのいわばパスポ

ートのようなものです。毎回必ず提示していただく必要があります。 

そのため、くれぐれもお忘れないようお願いします。 

 

Ｑ36：会場での駐車場は確保されてるのか？（共） 

Ａ36：本研修受講者用としての駐車場は特段確保されていません。会場には、指定の駐車スペ

ースはありますが台数に限りもあります。よって公共の交通機関等もご検討ください。 

 

Ｑ37：実施要項のその他のところに「身体の障がい等により受講に際して配慮が必要な方は、

事前に御相談ください。」と記載してあるが、どの程度まで配慮してくれるのか？（共） 

Ａ37：受講者によりさまざまなので明確な回答はできません。まずはご自身でこの 10 日間受

講可能な状態であるか熟慮いただき、本会としても可能な限り配慮はいたしますが、状

況によってはご希望に添えない場合もありますことをあらかじめご了承ください。 

 


